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3.2.4 影響予測 
3.2.4.1 農業 

水稲 
(ア)現在の影響状況 

平成 30 年 10 月に公表された農林水産省「平成 29 年地球温暖化影響調査レポート」で

は、表 3.2-2 に示す水稲への影響が経年的に報告されています（図 3.2-8）。 
 

表 3.2-2 水稲への影響一覧 

 全国 
(47) 

北日本 
(7) 

東日本 
(17) 

西日本 
(23) 

参考 
H28 H27 H26 H25 

白未熟粒の発生 23 0 5 18 27 20 17 27 
虫害の多発 9 0 6 3 8 6 4 8 
粒の充実不足 4 0 0 4 6 8 8 10 
胴割粒の発生 4 1 1 2 5 3 5 8 
登熟不良 3 1 1 1 2 3 － － 
生育不良 2 0 1 1 1 1 － － 
病害の多発 1 0 1 0 2 4 － － 
作期の前進 1 0 1 0 － － － － 
穂発芽 1 0 1 0 － － － － 

 

 
図 3.2-8 白未熟粒と胴割粒 

出典：農林水産省「H27 地球温暖化影響調査レポート」 
 
(イ)将来予測される影響 

本事業において実施した自治体へのアンケート結果によると、気候変動による「収量」や

「品質」の変化による影響に関する情報提供が求められています。ここでは、「収量」「品質」

に関する将来の影響を示します。 
 

■ 収量 

水稲の「収量」については、北海道立総合研究機構農業研究本部（2011）11および石郷岡

                                                   
11 地方独立行政法人北海道立総合研究機構農業研究本部中央農業試験場編（2011）, 戦略研究「地球温暖

化と生産構造の変化に対応できる北海道農林業の構築－気象変動が道内主要作物に及ぼす影響の予測－」

成果集, 北海道立総合研究機構農業試験場資料 第 39  
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ら（2014）12により報告されています。ここでは当該結果について記載します。ただし、北

海道立総合研究機構農業研究本部（2011）は、北海道地域のみの対象となります。また、石

郷岡ら（2014）で示される収量は、未熟米や屑米を含む粗玄米収量となります。 
 
＜北海道立総合研究機構農業研究本部（2011）＞ 
【北海道】 

各地帯の代表地点として 18 地点 13を対象に、収量への影響評価を実施しています。気候

シナリオは CCSR 及び CGCM1 の 2 シナリオを用い、以下に示す方法 A および方法 B の

2 通りで影響評価を実施しています。 
 
① 方法 A：y=s（3.335-0.0415（t-22.8）2）により収量を推計 
ただし、y：収量, s：出穂前 10 日以降 40 日間の日射量, t：同期間の平均気温です。 

 
② 方法 B：y/s=1.28-0.0192（21.9-t）2により収量を推計 
ただし、y：気候登熟量示数, s：出穂前 10 日以降 40 日間の積算日射量,ｔ:出穂後 40 日間

の平均気温です。 
 

2 つの気候シナリオ（CCSR、CGCM1）を用いた場合の 2030 年代における収量の変化の

予測結果を示します（表 3.2-3、表 3.2-4）。方法 A による結果は、全道平均で現在の 98%
～101%とほぼ変わりません。一方で、方法 B による結果は、全道平均で現在と比べて 107%
～110%増収すると予測されています。 

 
  

                                                   
12 石郷岡康史ら（2014）：S-8-1(6) 農業・食料生産における温暖化影響と適応策の広域評価. S-8 温暖化

影響評価・適応政策に関する総合的研究 2014 報告書「日本への影響」－新たなシナリオに基づく総合的

影響予測と適応策－, 9-10. 
13 江差町、北斗市、ニセコ町、共和町、伊達市、厚真町、恵庭市、長沼町、新條津村、岩見沢市、深川

市、雨竜町、小平町、士別市（士別）、旭川市、中富良野町、名寄市（風連）、北見市 
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表 3.2-3 方法 A による現在および 2030 年代の収量推定値 14 

 
 

表 3.2-4 方法 B による現在および 2030 年代の収量（気候登熟量示数）推定値 

 
 

  

                                                   
14 出穂期は中苗と成苗の平均、現在差異は現在の値との差異です。 
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＜石郷岡ら（2014）＞ 
【全国】 
石郷岡ら（2014）では、現行の移植日、品種、栽培条件を想定した収量への影響評価を実

施しています。図 3.2-9 に影響評価の対象期間が 21 世紀半ば（2031-2050 年）、気候モデ

ルが MIROC5 の場合の、現在の収量からの変化率を示します（現在の収量 = 1）。 
 
粗玄米収量は全般に増加傾向を示します。また、現在、低温が問題となっている中部地方

の山間部、東日本や北海道の一部においては増加が予測されています。 
 

 
図 3.2-9 現行の移植日と栽培管理を想定した場合の水稲の収量の変化 

（気候モデルが MIROC5,RCP2.6 の場合） 
 
【北海道】 

石郷岡ら（2014）の影響評価結果について、21 世紀半ば（2031-2050 年）および 21 世

紀末（2081-2100 年）における、複数の気候モデルを用いて予測した粗玄米収量の変化率

（現在の収量=１）を図 3.2-10 に示します。21 世紀半ば（2031-2050 年）では、増収が予

測されています。なお、計算では、第 2 次地域区画（2 次メッシュ）で国土数値情報土地利

用メッシュ 2006 年版における水田面積比率が１％以上のメッシュを計算対象としていま

すが、気象データはメッシュ全体の平均を用いているため、山間部ではメッシュ標高が実際

の水田の標高よりも高く、基準期間（1981-2000）の平均収量がかなり過小評価される傾向

にあります。このため、将来の予測収量の相対値が大きく見積もられる場合があります。 
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図 3.2-10 現行の移植日と栽培管理を想定した場合の水稲の収量の変化 

（現在の収量＝１，４つの気候モデルの結果） 
■ 品質 

水稲の「品質」に関連する品質低下リスク指標については、北海道立総合研究機構農業研

究本部（2011）15および石郷岡ら（2014）16により報告されています。ここでは当該結果に

ついて記載します。ただし、北海道立総合研究機構農業研究本部（2011）は、北海道地域の

みの対象となります。また、石郷岡ら（2014）では、出穂後 20 日間における日平均気温 26℃
以上の積算気温（HDD17）を指標として、高温による品質低下リスクを分類し、HDD が 20℃
日未満の条件で得られる収量を品質低下リスクの低い（＝「リスク低」）コメとしました。 
 
＜北海道立総合研究機構農業研究本部（2011）＞ 
【北海道】 

北海道立総合研究機構農業研究本部（2011）では、「きらら 397」を対象品種とし、各地

帯の代表地点として 18 地点 18を対象に、品質（精米アミロース含有率と蛋白質含有率）へ

の影響評価を実施しています。気候シナリオは CCSR 及び CGCM1 を、影響評価手法には

以下の推定式を用いています。 
  

                                                   
15 地方独立行政法人北海道立総合研究機構農業研究本部中央農業試験場編（2011）：戦略研究「地球温暖

化と生産構造の変化に対応できる北海道農林業の構築－気象変動が道内主要作物に及ぼす影響の予測－」

成果集, 北海道立総合研究機構農業試験場資料 第 39 号 
16 石郷岡康史ら（2014)：S-8-1(6) 農業・食料生産における温暖化影響と適応策の広域評価. S-8 温暖化

影響評価・適応政策に関する総合的研究 2014 報告書「日本への影響」－新たなシナリオに基づく総合

的影響予測と適応策－, 9-10. 
17 HDD：出穂後 20 日間の日平均気温 26℃以上の積算値。 
18 江差町、北斗市、ニセコ町、共和町、伊達市、厚真町、恵庭市、長沼町、新條津村、岩見沢市、深川

市、雨竜町、小平町、士別市（士別）、旭川市、中富良野町、名寄市（風連）、北見市 
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・ アミロース含有率（%）= 0.0137x + 31.776 
・ 蛋白質含有率（%）= 0.0000425（x－849）2 + 7.38 

ただし、x は出穂後 40 日間の日平均積算気温（登熟気温, ℃）です。 
 

2 つの気候シナリオ（CCSR、CGCM1）を用いた場合の 2030 年代における精米アミロー

ス含有率（%）と蛋白質含有率（%）の変化の予測結果を表 3.2-5 に示します。登熟期の気

温上昇により精米アミロース含有率は 18 地帯平均で現在より 0.9%～1.5%低くなります。

また、精米蛋白質含有率は、現在より成苗で 0.2%、中苗で 0.3%低くなると予測されていま

す。 
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表 3.2-5 現在および 2030 年代における精米アミロース含有率（%）と蛋白質含有率（%）

の推定値 19 

 

 
 

  

                                                   
19 現在の気象は各市町村の代表的な稲作地のアメダスメッシュデータ。登熟気温は出穂後 40 日間の日平

均積算気温。同左差異は現在値との差異。移植日は 5 月 25 日。出穂日は同文献別表にて記載しており、こ

こでは割愛しています。2010 年の比布町（旭川市近隣），岩見沢市における登熟気温（℃）はそれぞれ中

苗：915、947、成苗：906、943、アミロース含有率（％）は中苗：19.2、18.8、成苗：19.4、18.9、蛋白

含有率（％）は中苗：7.5、7.8、成苗：7.5、7.7。 
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＜石郷岡ら（2014）＞ 
【全国】 
石郷岡ら（2014）による対象期間（1981～2100 年）における全生産量を 100 とした場合

の、現行移植日を想定した予測結果を図 3.2-11 に示します。図 3.2-11 は、各メッシュの算

定収量に水田面積を乗じて全国集計したもので、1981～2000 年の現行移植日による値を

100 とした場合の相対値で表しました。HDD の値が高い（すなわち高温による品質低下リ

スクが高い）生産物の割合が大きく増加することが予測されました。 
 

 

図 3.2-11 全生産量の 20 年毎の推移（MIROC3.2-hires A1b；適応なし） 
 
図 3.2-12 に、21 世紀半ば（2031-2050 年）、気候モデルが MIROC5 の場合の、品質低下

リスクの低い区分の収量の変化率を示します（現在の収量 = 1）。リスク低区分のコメの収

量は、西日本を中心に減少が予測される地域が認められます。 
 

 
図 3.2-12 現行の移植日と栽培管理を想定した場合の品質低下リスクが低い区分の収量の変化

（気候モデルが MIROC5,RCP2.6 の場合） 
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【北海道】 
石郷岡ら（2014）による影響評価結果について、図 3.2-13 に品質低下リスクの低い区分

の収量を示します。対象期間は 21 世紀半ば（2031-2050 年）および 21 世紀末（2081-2100
年）で、複数の気候モデルを用いた場合の変化率（現在の収量を１）が示されています。こ

れによると、21 世紀半ば（2031-2050 年）において、品質低下リスクの低い区分の増収が

予測されています。 
 

 
図 3.2-13 高温による品質低下リスクが低い区分の水稲の収量の変化 

（現在の収量＝１，４つの気候モデルの結果） 

 
 (ウ)適応策 
水稲への影響に対する適応策については§5.2.1 を参照下さい。  




